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鉄道サークル新年会　鶴見線で開催
会場はなんと、クモハ 12052！

　鉄道サークルの新年会を去

る１月22 日（土）、ＪＲ東日

本・鶴見線営業所のご厚意で

鶴見線にて開催しました。

　当日は晴天に恵まれ、いま

話題のクモハ 12052 に乗車

し、鶴見線全線を走破しまし

た。サークルメンバー・関係

者を乗せたこの臨時列車は各

所で注目のまととなっていた

ようです。

（詳細記事は 16 面から）

クモハ 12052 と共に参加者全員で記念撮影（撮影　小城崇史）
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トラストトレイン

1995年の乗車実績
　1995 年も４月 15 日から

11月15日までの土曜日に８

回トラストトレインが運行さ

れ、以下のような乗車人員及

びボランティアの参加が得ら

れました。

　参加していただいた皆さん、

どうもご苦労様でした。

乗客数

下り　940 名

上り　461 名

ボランティア参加者

延べ　163 名
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イギリスの保存鉄道を訪ねて

は、モーターウエイ（高速道

路）№ 40 をバーミンガム方

面へ。高速道路は無料なのは

良いが、車のパーツを中心と

した落下物が多い。またエン

ジントラブルで立ち往生して

いる車も目立ったものの、非

常電話が路肩に設置されてい

る訳でもなく、国が変わると

こんなものかな…と思いつ

つ、流れ去る景色を眺めた。

　最初に訪ねた保存鉄道、セ

バーン・バレー鉄道の起点で

あるキッダーミンスター駅

は、ＢＲ（イギリス国鉄）線

の駅に隣接していて、線路に

挟まれた石畳の広い駐車場は

かつての貨物扱い所と推測で

きた。予定より遙に延着した

ものの、13 時の列車になん

とか間に合った。門司港駅を

小さくしたような配置の駅に

アンティークな客車が佇み、

かつて幹線で活躍していた大

きな蒸気機関車が先頭に立っ

ていた。

　列車は有名な撮影地である

アーチ橋を渡り、なだらかな

丘陵地をゆったりと走った。

車内に小学校低学年位の少年

が現れ、小さな印刷物を配っ

てくれた。そこには、今乗っ

ている列車がボランティアに

よる運営の保存鉄道である旨

が説明されていた。

　この鉄道は途中下車が認め

られているので、アーレー駅

とになった。

　10 月22 日、ロンドン最初

の朝は、手持ちの時計の時刻

修正から始まった。今日から

サマータイムがノーマルタイ

ムになるため、ホテルのロ

ビーには時刻変更に注意を促

す大きなボードが立てられて

いた。

　我々はビクトリア駅でレン

タカーを借りるため、グロセ

スタロード駅（地下鉄）へ歩

いた。イギリスの公共交通機

関の運行形態は、平日・土・

休日の３パターンになってい

ることが多く、特に利用者の

少ない休日の朝は、時間帯運

休・区間運休・減便のいずれ

か が 実 施 さ れ

ている。これか

ら 乗 ろ う と し

て い る 地 下 鉄

も 例 外 で は な

く、平日ならば

ビ ク ト リ ア ま

で １ 系 統 で 行

けるところを、

２ 系 統 を 乗 り

継 い で 行 く こ

とになった。

　 レ ン タ カ ー

の 借 受 け は 手

続きが多く、２

時 間 近 く を 要

し て タ イ ム ロ

ス。２台の車に

分 乗 し た 我 々

　トラストトレインの運転開

始から、早いもので 10 年を

迎えようとしている。ボラン

ティアとして参加している

我々にとって、トラストトレ

インの車輌整備・運行時・車

内のお客様との対応等、最初

は全てが試行錯誤の連続で

あった。

　ボランティアが参加して鉄

道車輌を保存運行していると

ころは身近になく、以前より

一度海外の事情を知りたいと

いう声があり、海外に詳しい

メンバー２名の協力を得て、

保存鉄道の宝庫であり、又ナ

ショナルトラスト活動の発祥

地であるイギリスを訪ねるこ

角田　聡

セバーン・バレー鉄道
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した。

　途中の駅ではポイントレイ

ル磨きや客車のペンキ塗り、

花壇の手入れ等が幅広い年齢

層で男女を問わずに行われて

おり、家族ぐるみで来ている

ケースもあることに驚くと同

時に、セバーン・バレーにお

ける活動はそれだけ魅力ある

ものなのだろうという結論に

なった。終点の駅には大小

様 々 な 蒸 気 機 関 車 が 並 び 、

ディーゼル機関車や客車の他

に、貨車も留置され、日本と

の規模の違いを痛感した。

　10 月23 日、ロンドンから

北西へ約 200 ㎞の北ウェー

ルズ地方はさすがに寒く、小

雨混じりの天気だった。コン

ウェイ湾に面したバンゴール

の街から車で小一時間、スラ

ンベリス駅に到着。ここはス

ノードニア国立公園内を、標

高 1085 ｍのスノードン山頂

へと走るＢＲ経営の保存鉄道

…スノードン鉄道（登山鉄

道）の起点である。1896 年

に開業し、春から晩秋にかけ

て運転され、始発駅から全線

アプト式を採用している。

　殆どの列車は蒸気機関車で

運行され、車庫の前では火の

入ったカマから煙が出ていた

が 、 乗 ろ う と し た 列 車 は

ディーゼル機関車牽引とのこ

とで、次の列車を待つことに

した。

　空いた時間を利用して近く

のスレート採掘場跡地と思わ

れる資料館を見学、日本語の

案内テープがあったのには驚

いた。ディノーウィックと呼

ばれるこの辺りは、かつてス

レート採掘場が数多く存在し

最盛期には港までの鉄道が存

在したという。

　再び駅に戻ると、理由は定

かでないが蒸気機関車は全面

で下車。構内のポイントには

蛍光色のベストを着用した高

校生位の少年が、安全確認の

ために立っていた。

　駅を出ると川へ向かって下

り坂になっていて、傾斜地の

草原では羊がのどかに遊んで

いた。傍らに小さな軽食店が

あり、14 時近くに遅い昼食

を迎えた。屋外テーブルの方

が席料がかからず安いという

ことで、当然我々はそちらを

選んだが、柵の向こう側から

羊が迷走してきたり、どこに

いたのか馬が現れたりとユ

ニークなランチタイムを過ご

した。

　駅に戻り、売店で車内で飲

むためのコーヒーを買う。缶

ではなく、ドリップしたもの

をカップに注いでくれるのが

嬉しい。お菓子も大好きな私

の目がパレットのケーキに移

ると「ホームメイドよ」とグ

ランドマザーは勧

める。この方もボ

ランティアで鉄道

を支えているとい

う。車輌だけでは

なく鉄道そのもの

をボランティアに

よる運営とするこ

とで、利用してく

れる人達との接点

も、また違ったも

のになるんだな…

と 列 車 に 揺 ら れ

て 、 コ ー ヒ ー と

ケーキを味わいな

がら思ってみたり スノードン鉄道
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　ここはかつてスレート採掘

で賑わった街だが、今はひっ

そりとしている。ナロー列車

は採掘場跡地や湖を眺めつつ

ループ線を下って、いくつか

の森林を抜け 30 分余りで車

の待つ T A N - Y - B W L C H 駅

（発音不明）に到着。２列席

と１人掛けシートの狭い車内

だ っ た が 窮 屈 さ は な く 、

ビュッフェからオーダーを取

りにきたが、時間的に軽食を

取れず、コーヒータイムに終

わってしまったのが残念だっ

た。

　ここでもボランティアの活

動は見られ、我々の下車した

駅では高校生が 50 代の大人

に枕木の交換あるいは加工の

方法を教わっており、技術伝

承がされていると感じた。

　10 月 24 日は湖水地方の

ウィンダミアの街からウィン

ダミア湖に沿って、ナショナ

ルトラスト活動の発祥地ヒル

トップへ。普通車の交換も

やっとの狭隘な幅の生活道路

を進む。

　途中ハウクシードで車を停

めて休息を兼ねて街を歩き、

ナショナルトラストショップ

（直営売店で収入はナショナ

ルトラストの活動資金にな

る）を見つけて立ち寄ってみ

たが、豊富な品揃えに圧倒さ

れるばかりで、この方式を日

本にも採り入れられないもの

かと思った。このような店は

ヒルトップ、ヨーク、ジェー

ムスパーク（ロンドン）にも

あり、それぞれの店が違った

品揃えで運営されていたのは

驚いた。

　ハウクシードは石造りの古

い家並みが残され、中心街は

車の通り抜けが出来ないよう

にブロックされ、通過車両は

バイパスを廻り、旅行者が街

に寄るときは駐車場から歩く

ということが徹底されてい

る。自動車交通の暴走

に異様なまでに寛容な

日本で、町並みを生か

すことが出来るだろう

か。

　ヒルトップへの道は

更に狭くなり、「ピー

ター・ラビット」の作

者 ベ ア ト リ ッ ス・ ポ

ターの家はひっそりと

した佇まいで、気付か

ずに通り越して湖畔の

フェリー桟橋まで行っ

て戻ってくるというハ

プニングがあった。

運休で、昨年導入したばかり

の最新型アプト式ディーゼル

カーで出発する。しかしこち

らも強風の影響で途中駅で折

り返すという制約つきだ。駅

を出るといきなり急坂でアプ

ト式特有の走行音と振動を響

かせて、羊が放牧されている

傾斜地をゆっくりと登った。

　いつしか太陽が顔を出し、

遙か彼方のパルダン湖がきら

きらと輝いていた。イギリス

国内向けのレジャーガイドに

「未曾有の車窓を与えられる

路線」と紹介されていた事

が、裏付けられたような気分

になった。

　スランベリスからいくつか

の小さな峠を越えて、ナロー

ゲージのフェスティニオグ鉄

道へ向かった。ブラエネウ

フェスティニオグ駅には、運

転室の両側にボイラーがある

珍しい双頭式蒸気機関車が、

客車を従えて入線していた。

フェスティニオグ鉄道のボランティア
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とあって、市内の博物館は大

混雑だった。有名な所は１時

間待ちとの事で、午前中は市

交通局博物館ひとつに絞って

見学。馬車からチューブ（地

下鉄電車）・バスに至るまで、

市内の交通機関の主役が静態

保存されている。午後はフ

リータイムとして、夕方の

ユーロスターで英仏海峡トン

ネルを抜けてパリ北駅へ。イ

ギリス側の線路改良が進んで

いないためかトンネルの前後

で電車の速度にかなりの落差

があった。

　27 日はメトロ（パリの地

下鉄）を乗り継いでルーブ

ル・シャンゼリゼと一般的な

市内観光。以前に比べて市内

の治安は悪化していたが、翌

2 8 日に無事シャルル・ド

ゴール空港から帰国する事が

できた。

　今回のツアーは海外旅行が

初めてというメンバーが３名

おり、行くまでは不安もあっ

たが、現地では持ち前のバイ

タリティーを生かし、国内旅

行と殆ど変わらず皆活動して

いた。

　この旅では異文化に触れる

事が出来、現地の人のボラン

ティアに対する日本との考え

方の違い―決して構えておら

ず、各人自覚を持ってボラン

ティアそのものを楽しんでい

る心の豊かさ―をかいま見る

事ができ、参加した各々に収

穫の多い旅行であった。

ナショナルトラストショップ

　1946 年に公開を始めてか

ら過去に人手に渡った土地を

買い戻し、原型維持と景観保

存を熱心に進めてきたこの地

では、原風景との出会いが

あった。

　見学者が一度に入場すると

建物が痛むので入館制限が実

施されており、１回に 40 人

単位ということだったが、今

日は雨の影響か 20 人位で入

れているようだ。入館者が持

ち込む水分には特に気をつ

かっているらしい。庭の植木

と羊を眺めながら、止まって

しまったような時の中で順番

を待った。受付では知ってい

る限りの英語を話して日本ナ

ショナルトラストのメンバー

で あ る こ と を 説 明 す る と 、

「トラスト相互の提携はない

が、質問があったら何でも尋

ねてください」との答えを頂

いた。300年近く経っている

という家の傷みは酷く、素人

の目にも窓枠や床が良い状態

ではないことを実感できた。

歴史的建造物を観光資源とし

て活用しながら保存・展示・

維持してゆく事が、いかに難

しいかを見せつけられた。

　10 月 25 日はレンタカーを

返却し、ヨーク市内観光を楽

しんだ。まずは、かつての鉄

道基地をリニューアルした国

立鉄道博物館を見学。世界屈

指と評される鉄道博物館は、

屋外では動態保存車が汽笛を

響かせ、屋内には開業当初の

蒸気機関車からユーロスター

まで、イギリスの鉄道史170

年を語る全てがあると言って

も過言ではないだろう。昼近

く城壁に囲まれた旧市街へ。

中世の面影を残す古い街で、

時折通りを走り抜ける馬車の

音が、今も心の中に刻まれて

い る 。 夕 方 の イ ン タ ー シ

ティー急行でロンドンに戻っ

た。

　10 月 26 日はスクールホリ

デイ（学校の秋休み）の後半
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　雑　感　一鉄道サークルの総会に参加して一 森下義人
もそれなりの整合性もあるか

もしれません。例えば、『～体

験ツアー』といった類の観光

旅行のセット・メニューの一

部として、『商品』と捉えるこ

ともできるでしょう。

　大井川鉄道に対し、［かなり

のストレス］といいましたが、

『観光資源』という観点からす

ると、大井川さんとしても、メ

リットがあるからこそ、その

ストレスも相殺して下さるの

ではないのでしょうか。

　『あまりにうがった見方』と

思われるかもしれません。た

だ、現状の私たちの活動は、関

係各位のご好意に甘えるだけ

の状態で成り立っていること

は、事実のように思います。

　運行以来、10年近くなるに

も拘らず、そのあたりについ

て、いまだどういう事情なの

かすら把握せず、無邪気な『汽

車ごっこ』に終始してきた私

たちは、いったいなんなので

しょうか。

　ただ単に汽車に触れること

ができる！、汽車の写真が取

れる！といった幼児性を引き

ずったままのエモーション

（情動）のみで結集したのです

か？。

【原点は、何だったのか？！】

　『理想』の下に集まってでき

たサークル発足当時からする

と、現状は、純枠化した形で、

『鉄道マニアのサークル』或い

は、『財団のファンクラブ』に

なっているように思います。

　私たちのサークルの原点は、

鉄道文化財（私個人としては、

『文化財』という言葉が極めて

あいまいで定義しにくいと考

えており、『鉄道遺産』と言い

たいのだが）を考えることか

ら始まり、その鉄道『文化財』

を保存活用するために、さま

ざまな活動を展開しようとい

う有志が集まってできたもの

でした。

　そして、その方向のひとつ

が、現在の『トラストトレイ

ン』運行へと、つながっている

のだと思います。

　当時を振り返ると、さまざ

まな考え方を持つ人がおり、

またメンバーの年齢層も広く、

自主・自立自由な雰囲気に満

ちていたようにも思います。

　『保存活用』という視点で、

あくまで構えることなく、会

員自らの積極的な意志により、

活動が始まったと思います。

　しかし、現状のサークル活

動をふり返ると、何か違って

きているような気がしてなり

ません。

【主体性と手弁当の精神の喪失】

　「何々した方が良い。」

　「何々すべきだ！」

　「何々するのが当然だ！」

果ては、誰に訴え要求するの

か、

　「何々せよ！」

と主張し、決して自らの手を

汚すことなく、評論家の如く

振る舞う『鉄道マニア・ジェン

トルマン？諸氏』。

　私たちのサークルは、「も

う、そういう立場で安閑とし

　昨年11月11日、伊豆・修
善寺虹の郷にて開催された
サークル総会に参加して以来、
さまざまな思いが頭をめぐり、
サークルのこれまでと現状、
そして将来について、自分な
りの考えを整理する時期に来
ているように感じ、また今後
のサークル活動への提案も含
めて、種々雑把な内容ですが、
ここに『雑感』として、表明す
る次第です。

【これまでと現状の活動】

　私自身、トラストトレイン

にかかわって10年近くなりま

すが、これまでと現状を振り

返ると財団依存・財団の音頭

取りの下でほとんど自らの頭

を使うことなく更にひどく言

えば、「何も考えず何となくか

かわってきた、というのが実

態ではなかったか？」と思い

ます。

　トラストトレイン運行に係

わる活動は、そのことを如実

に物語っているように感じま

す。

　『トラストトレイン＝市民の

手による車両の取得・運行』と

いう理想からすると、現状は、

単なる『汽車ごっこ』といった

状況ではないでしょうか？そ

れも、実際に運行業務を行っ

ている大井川鉄道さんに対し、

かなりのストレス（迷惑＝特

に現場サイドで）をかけて、か

ろうじて成り立っているので

はないかと思います。

　『観光資源』という観点で見

れば、私たちの『汽車ごっこ』
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人をアテにする前に、私たち

は、自らさまざまな『保存活

用』という問題に対し、自らの

能力をどのように発揮させる

のか？、また必要な能力を、自

らどのように昴めるのか？を

よく考え、行動する必要があ

ります。

　個々人の能力は、小さく限

られたものでも、そのような

自立的・自発的な『意志』を

もった一人一人が連係するこ

とにより、未知で困難な課題

であっても無限の可能性が生

まれると思います。

　私たちのサークルは、まさ

にそのような自立的・自発的

『意志』を連係し発揮する『シ

ステム』として機能・存在する

のでは、ないでしょうか。

　サークル発足以来10年を期

に、もうそろそろ『大人の集ま

るサークル』にしましょう。

（原点に戻ろう！ということで

す。）

　そして財団とも協力しなが

ら、鉄道文化財（鉄道遺産）の

さまざまな『保存活用』に対

し、サークル会員全員参加に

よる地道な活動を展開してゆ

きたいものです。

　このような主張をすると、

あまりに『青臭く』『楽天的

だ！』とご批判を受けるかも

しれません。

　しかし、私たちのサークル

の原点は、『過去の発見』から

始まり未来を視野に置いた

＊創造的な『プラス思考』＊

から始まった訳ですから…。

【会報について】

　人が集まって、何かひとつ

の目的に向かって行動する。

その目的は、何なのか、今、何

をやっているのか、そしてこ

れからどのようにするのか、

これらを含めて、サークル会

員相互の情報交流の手段のひ

とつが会報です（今後は、イン

ターネットという手段も有効

に活用できそうです）。

　会報は、ただ単に個々人の

一方的な自己主張の場ではな

く、あくまで情報交流の場で

あると思います。私も、何回

か、会報の制作に参加させて

頂きましたが、今もって、その

構成に「どうも違うんじやな

いか？」という疑問がくすぶ

り続けています。その問題点

を挙げますと、

①その発行が、定期的でなく、

限りなく不定期である。し

たがって、『忘れたころに　

やって来る。』おそらく、入

会したものの、自分がこの

サークルにどのようにか

かわれば良いのか？、わか

らない人達が多勢いると思

います。

②その内容が、当事者（例えば

トラストトレイン運行時に

参加していた人）にしかわ

からない記述が散見される。

③上記②とも関連しますが、

記事内容の『情報密度』が

低い。

　会報は、活動に参加してい

るメンバー（会員）の為より

も、活動に参加できなかった

会員に対し、今何をやってい

るのか、を客観的に報告する

ものでしょう。そして一般（社

会）向けの広報的側面も忘れ

てはなりません。

ているのを卒業した！」とい

う意識から始まった筈です。

　『何々した方が良い、すべき

だ、するのが当然だ！と思え

ば、誰に訴え、期待するでな

く、自らの頭で考え、知恵を出

し合い、実行する。』これが、

私たちのサークルの原点で

あったように思います。

　私たちのサークルは、「誰

か、（～してほしい！）」じゃな

く、自らが、『保存活用』に対

して、主体的にエネルギーを

発揮する連帯の場ではないで

しょうか？

　発足当初、会員同士の合言

葉のように言われてきた筈の

『手弁当の精神』が、いつのま

にか聞こえなくなってきたの

も、何かといえば、「誰か？」

といった、諸活動における

サークル会員の主体性の喪失

に原因がありそうです。

【財団との協力関係】

　私たちのサークルは、財団

事務局の音頭取りで始まった

ものではありますが、財団と

はあくまで『並列的な』協力関

係に発展させねばならないと

思います。

　何かといえば、財団事務局

に対し、依存的・要求的な態度

に終始し、また財団事務局の

意向のみで『活動？』してきた

これまでの状況を改めねばな

りません。

　私たちに必要なのは、『保存

活用』という未知で困難な課

題に取り組もうとする『意志』

ではないでしょうか。

　「財団がどうの…。」といっ

た財団の内部事情を云々し、
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くかかわってきた私たちサー

クル会員の『無責任』が『最大

の原因』といえます。

　このあたりの事情について

数年前から問題視し、サーク

ル活動の『常連衆！』によっ

て、今後どのようにするか、を

考えてきました。

　今回の総会で提案があった、

幹事制度に代わる『担当者指

名（役割分担）』は、改革の『第

一歩』であると、会員各位には

ご認識頂きたいと思います。

【ボランティア活動について】

（特にトラストトレインに係わ

る活動）

　繰り返しますが、私たちの

サークルは、無責任な批評を

繰り返し＜評論家、文化人＞

気取りで自己主張のみ終始す

るために結成されたものでは

ない筈です。

　『鉄道関連の遺産（文化財）

を自らの手によって、保存・活

用してゆこう。』という主旨の

もと、生まれたものです。

　自ら（サークル）の行動は、

誰のためでもなく、『保存・活

用する対象（遺産／文化財）』

に向けられるものですし、そ

こには、ボランティアとして

自ら考え、実行する力量と責

任が求められます。

　『究極の目標・ボランティア

による保存鉄道実現を目指し

て！』といっても、誰もがこれ

まで挑戦しなかった課題です

し、二の足踏むのも当然です。

しかし、『始めの一歩』を踏み

出さない限り、いつまで経っ

ても、目標は、目標のまま。何

も変わりません。

　車両の補修について、よく

言われることですが、

「整備・修復なんて、素人には

無理。素人が、整備・修復に係

ると却って、車両を台なしに

する。」「安全対策は？」「事故

が起きたら誰が責任を取るの

だ？」

　これらは、もっともなご意

見です。しかし、いずれも『マ

イナス思考』に傾き、自らの意

志を自らつぶしては、いませ

んか？

　これらの意見は、『プロの＜

仕事＞』に比ベ、『アマチュア

の＜作業＞』が劣る、といった

先入観と現実からくるもので

す。

　確かに、現状レベルの『補修

ボランティア』と称する＜作

業＞では、『プロの＜仕事＞』

と並ぶベくもありません。し

かし、私は、方法や手順、技術

を研究し、修練を積めば、アマ

チュアといえど、プロと並ぶ、

否プロの＜仕事＞を越える

『結果』も出せると確信してお

ります。『プロ』だって、最初

は、素人だった。生まれつきの

『プロ』なんて、どこにもいな

いのですから。

　反対に、私たちが、『アマ

チュア』だからといって、慎ま

しく、いつまでも素人の段階

に留まっている必要もないで

しょう。

　そこで、整備・修復に関する

方法及び技術情報の蓄積、研

究を今後サークル活動の柱の

一つとするよう提案します。

　『保存活用』の前提に立てば

「これまで鉄道では～だった。

だから～でなければならな

　これまでの活動に関する記

事内容を概観すると、

　『～をやりました（やったつ

もりでいます）。』

　『良かったです。』

　『みんな、和気あいあい、楽

しかったです。』

といった極めて皮相的な内容

ばかりが目につくように思い

ます。

　裏返して言うと、

　『よかった、よかった、どう

でもよかった！』

　『後は、野となれ、山とな

れ！』

といった極めて『無責任な活

動』と『その報告』というよう

にも受け取れます。

　『どうでもよい！』ようなこ

との羅列では、『その報告』は、

迫力もなければ、何の説得力

もありません。

　会員に対し、今回の活動は、

～ということをした、しかし

～ということがあり、問題点

は、こういう（～）ところだ、

といったような『報告』が望ま

れます。

　更にサークルのさまざまな

活動それ以上に、その活動に

至るプロセスの公開（報告）が

必要です。

　発案・企画、意見交換・検

討、計画などを公開すれば、会

報の情報量も間違いなく増え

る筈です。

　会報の定期的な発行ができ

ていなかったこれまでの状況、

並びに活動『報告』における＜

情報密度の低さ＞は、サーク

ル活動の全般を事務局たる特

定個人に任せきりにしていた

ことが『誘因』であり、何とな
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い。」といった情報よりも、「こ

ういう方法もあるとか、あの

技術を応用できないか。」と

いった鉄道を越えた分野での

情報が有用になってくると思

います。

　鉄道というシステムには、

さまざまな分野を統合した性

格があります。工学・技術面に

限定しても、さまざまな分野

を統合し成立しているのでは

ないでしょうか。

　私たちのサークルには、鉄

道に関係した職業に就いてお

られる会員は多くありません。

　しかし、見方を変えると、さ

まざまな分野の職業に就き、

また経歴をお持ちの会員がい

るわけで、鉄道という視野に

捉われない自由な発想ができ、

無限の可能性が生まれる筈で

す。

　私たちのサークルは、『保存

鉄道の実現』を目標に、それら

さまざまな分野にいる会員の

力を職業生活以外の場で応用

発揮し、統合するシステムに

なり得ると思います。

　要は、目標に対し、『プラス

思考』で取り組むかどうかの

問題ではないでしょうか。十

年一日の如く、トラストトレ

インの運転日に大井川鉄道に

行って、『汽車ごっこ』するだ

けでは、いつまでたっても、イ

コール＜ボランティア活動＞

と言えないでしょう（トラス

トトレインを所有・管理する

財団の広報サポーターにはな

るでしょうが）。

【最後にもう一言】

　それは、鉄道に対する、私た

ち『アマチュア』が、陥りやす

い視点の問題です。

　気を付けねばならないのは、

愛するが故に鉄道を何か『特

別なもの』と過剰に意識して

はいないか？ということ。そ

して、『横恋慕』と『視野狭窄』

への注意が、必要です。

　鉄道も、社会においては、特

別なものでなく、いろいろな

産業の一つであり、鉄道車両

は、他の産業における諸々の

機械と同じく、輸送機器にす

ぎないのですから。

　『産業考古学』、『産業遺産』

という概念が認知され始めた

今日、私たちが、鉄道の遺産

（文化財）だけを、何か特別な

もののように捉え続けるなら

ば、私たちのサークル活動は、

広く賛同も得られぬまま、や

がて社会との接点を失い、自

己満足と自己主張だけが支配

する『危うい集団』ともなりか

ねません。

　淡々と日常の社会生活を送

ると共に、自らの『ライフ・

ワークとしての活動』、『しっ

かりと地に足をつけた活動』、

そんな活動のできるサークル

を目指したいものです。単な

る一過性のお祭り騒ぎに終わ

らせないためにも。

　雑感とはいいながら、クド

クドながながと駄文を書き連

ねてしまい申し訳ありません。

　昨年の総会並びに宿での懇

親会においては、初めてお会

いした方さまざまな意見や考

え方を伺うことができ、大い

に刺激となりました。遅まき

ながら、この場を借りて、お礼

申し上げます。

'96.1.7　大津市・森下義人

原稿の作成・投稿方法について
　現在、この会報はDTP と呼

ばれるオールデジタル作業に

よって作られています。

　どの様な方法かというと、

原稿はフロッピーで入稿し、

写真は紙焼きのものはスキャ

ナでデジタルデータに変換、

ネガやポジ・スライドは専用

のスキャナを持っている所へ

行ったり、フォトCDに焼いた

りして素材を作り、図面等も

画面上で作成します。

　しかし、大部分の原稿は今
まで通りの手書き原稿です。
入稿方法としては、これで全
く問題ありません。
　要は、書くことが大切なの
です。その後のことは、こちら
で致します。
　そして、もしもそれ以上の

こ と が 出 来 る の で し た ら 、

ワープロ打ちしたものをフ

ロッピー入稿(2DD の Tex t

データ、打ち出した紙も付け

て下さい。）という段階になる

でしょう。（会報№70 p.5参照）

　送り先は、トラスト事務所

の鉄道サークル会報担当です。

　原稿・写真等は原則として

返却していませんので、返却

希望の場合は明記して下さい。

　技術的なご質問は Fax 03-

3466-8536 田中光一まで。
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思
い
出
の
写
真
館
30　

昭
和
40
年
代
後
半
の
３
月
下
旬
の
あ
る
日
、
私
は
C
5
5
や
9
6
0
0
撮
影
の
た
め
急
行
利
尻
で
宗
谷

本
線
南
稚
内
を
訪
れ
た
。
私
の
他
に
２
〜
30
名
程
度
の
鉄
チ
ャ
ン
が
南
稚
内
で
下
車
し
た
。
天
候
は
雪
で

時
々
強
く
降
り
、
風
も
あ
っ
た
。
私
は
抜
海
方
面
へ
線
路
に
沿
っ
て
歩
き
、
撮
影
ポ
イ
ン
ト
を
さ
が
し
た
。

　
私
は
線
路
の
そ
ば
の
小
高
い
丘
に
登
り
、
C
5
5
型
牽
引
の
旭
川
行
き
客
車
鈍
行
3
2
4
列
車
を
撮
影

す
る
こ
と
に
し
た
。
定
刻
よ
り
遅
れ
て
、
雪
の
中
で
3
2
4
列
車
の
南
稚
内
発
車
の
汽
笛
が
聞
こ
え
た
が
、

や
た
ら
と
カ
ン
高
か
っ
た
。
ま
た
、
遠
く
に
列
車
が
見
え
た
が
、
機
関
車
が
赤
っ
ぽ
か
っ
た
。
あ
れ
？
変

だ
な
？
と
思
っ
た
ら
、
3
2
4
列
車
を
牽
引
し
て
い
た
の
は
D
D
5
1
で
あ
っ
た
。
誰
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
す
か
！
バ
カ
ヤ
ロ
ー
!!
私
は
早
々
と
カ
メ
ラ
を
か
た
づ
け
、
南
稚
内
駅
に
も
ど
っ
た
。

　
待
合
室
で
ボ
ケ
ー
ッ
と
し
て
い
る
と
、
駅
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
「
雪
害
に
よ
り
宗
谷
本
線
上
で
気
動
車
が

立
ち
往
生
」
と
告
げ
た
。
開
通
の
見
通
し
は
無
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
9
6
0
0
型
牽
引
の
貨
物
列
車
は
運

休
。
ま
た
、
天
北
線
（
廃
線
）
も
す
で
に
雪
害
で
運
転
不
能
に
な
っ
て
お
り
、
南
稚
内
か
ら
動
け
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
蒸
気
機
関
車
は
撮
影
で
き
な
い
し
、
つ
い
て
い
な
い
。

　
待
合
室
で
う
な
だ
れ
て
い
た
ら
、
だ
れ
か
が
「
ラ
ッ
セ
ル
車
が
出
動
す
る
ぞ
。
9
6
0
0
が
押
し
て
い

る
ぞ
」
と
さ
け
ん
だ
。
待
合
室
の
鉄
チ
ャ
ン
は
あ
わ
て
て
ホ
ー
ム
に
出
た
。
私
も
カ
メ
ラ
を
つ
か
ん
で

ホ
ー
ム
に
飛
び
出
し
た
が
、
ラ
ッ
セ
ル
車
は
音
威
子
府
方
面
に
す
ぐ
発
車
し
て
し
ま
い
、
じ
っ
く
り
撮
影

で
き
な
か
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
車
を
押
す
9
6
0
0
が
見
ら
れ
て
う
れ
し
い
や
ら
、
う
ま
く
撮
影
で
き
ず
に

悲
し
い
や
ら
…
…
。

　
そ
し
て
…
…
。
午
後
遅
い
時
刻
に
、
音
威
子
府
方
面
か
ら
除
雪
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
や
っ
て
来
た
。

そ
し
て
下
り
気
動
車
が
来
て
宗
谷
本
線
が
開
通
し
た
。
夕
方
近
く
に
上
り
気
動
車
急
行
が
来
た
が
、
私
は

そ
れ
に
飛
び
乗
り
、
逃
げ
る
よ
う
に
南
稚
内
を
去
っ
た
。

　
途
中
の
小
駅
で
気
動
車
急
行
が
C
5
5
の
下
り
旅
客
列
車
と
交
換
し
た
。
C
5
5
の
ス
ポ
ー
ク
動
輪
は

雪
に
ま
み
れ
て
美
し
か
っ
た
。

　
私
は
２
日
後
に
、
C
5
5
が
故
障
の
た
め
工
場
に
入
り
、
D
D
5
1
が
C
5
5
の
か
わ
り
に
宗
谷
本
線

の
鈍
行
を
牽
引
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
私
は
ど
う
し
て
も
C
5
5
を
撮
影
し
た
く
な
り
、
帰
宅
前
に
塩

狩
峠
を
訪
れ
て
し
ま
っ
た
。

南
稚
内
で
の
悪
夢

伊
藤
栄
一
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京 津 電 軌・湯 豆 腐・東 海 道

　秋晴れの10月10日、京都山

科駅に集まった『鉄道サーク

ル・関西』のメンバーは、兵

庫・奈良・滋賀・京都から合計

12人。京津線80系に乗り日ノ

岡へ。

　日ノ岡から南へ10分ほど歩

くと旧東海道へ出る。空也上人

が開いたとされる名水「亀の

水」がある。祠の奥の亀の口か

ら清冽な水が湧き出る。その

昔、東海道を旅した人々が渇き

を潤した水。ご近所の婦人の

「崖の上に建物が建って水が涸

れ、今は水道の水」とのご託宣

で、折角の名水も有り難み半

減。

　日ノ岡から旧国道1号線を西

へ。昔の京津軌道跡とおぼしき

道に囲まれた一角に『南無阿彌

陀佛』と『南無妙法蓮華経』の

石碑が並び立つ。平安期から江

戸期まで刑場があり佛の菩提を

弔うために建てられたもの。そ

の西の切り通しの崖に『車石』

が一対填め込まれている。旧東

海道は九條山を越して都ホテル

ンや軌道に斜めに削られた敷地

が残る。殊に、『白川』に架かる

鉄橋の橋脚が片方だけ残ってい

るのは印象的だ。古川町まで

は、軌道跡に忠実に斜めに民家

が続き、三条通りでは、斜めの

敷地に倉庫があり、直角三角形

の果物店が建つ。

　『民鉄要覧』などによると京

津電軌の古川町～三条間は大正

12 年開通となっているが、実

際は無認可のまま大正元年に三

条大橋（現いろは旅館付近）迄

通じていたようだ。これらは、

日ノ岡の薬局店主のご家族や下

に書いた喫茶店の主とお客の方

から教わったことが多い。「実

地踏査」が大切なのだ。

　京都特有の屋根付き路地を潜

り、10人で満員の喫茶店に12

人を詰め込んで京の下町情緒を

満喫、更に明治初年のままの製

酢工場の表構（「京都電灯」の

銘入り外灯も）や、古い竹細工

の店の点在する三条通りを歩

き、夕刻京阪三条で解散した。

　　　　　　　　　　　〔寺川〕

晴天に恵まれた『鉄道サークル・関西』の見学会

京津線『九条山駅』

に至る。

　京津「九条

山駅」は峠の
ひな

頂、鄙びた風

情 を 漂 わ せ

る。『ここら

一帯は一日か

けて歩いて見

るものがいっ

ぱい』と、参

加者たちの感

想。しかし２

年後には京津線も地下に潜り九

条山駅は廃止される。

　再び余命短い80 系（地下化

で廃車予定）で蹴上へ。『日本

初の水力発電所』と『疏水イン

クライン』を見学。斜めに積ま

れた隧道のレンガが珍しい。

　南禅寺の中の『疏水水路閣』

の下で記念撮影。明治初期に成

し遂げた大工事の困難さと、そ

れを克服した人々の偉大さを偲

びつつ『湖月荘』で湯どうふの

昼食。暫く座敷でくつろいで、

『疏水資料館』を見学。インク

ラインの終点や発電施設を見

る。

　蹴上から

古川町（現

東 山 三 条 ）

までは、京

津線は今の

北方を専用

軌道で走っ

ていた。そ
たど

の跡を辿る。

軌道跡一杯

のペンショ

水路閣下に勢揃いした参加者
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シ ア ト ル 周 辺 み て あ る 記 酒井　誠

「シアトル」のメルボルン市電

メリカでも治安の良い都市で

す。ダウンタウンには、トロ

リーバスの他にメルボルン市

　シアトルは、世界に名だた

る 航 空 機 メ ー カ ー で あ る

Boeing 社の本拠地であり、ア

電が走っています。

　このメルボルン市電、ダウ

ンタウンのキングスドームに

近いメトロトンネルに隣接す

る5'th Ave.& Jackson St.から、

海岸沿いのPier 70までをのん

びり走っています。

　一応、電停には時刻表があ

りますが、あてにはならない

ようです。

　起点 Jackson St.の近くには、

A M T R A K の U N I O N

STATION、 B&N鉄道のKING

St. STATIONや、神戸公園もあ

ります。

Bellevue の木橋（トレッセル）

'Bellevue' 118th Ave SE. 8Th SEのトレッセル橋　'92.2.19

Super Liner編成のSeattle発LosAngels行き"The Coast Starlight"
Auburnにて　'92.2.16

B&N 鉄道線を行く AMTRAK

　シアトル近郊は、Burlington

Nor t h e rn  R .R . ( B&N )や、

UNION  PACIFICの路線が縦横

に走っており、かなりの頻度

で貨物列車が走っています。

　 しかし、旅客輸送は低調で

AMTRAKの列車が時折通る程

度で、SEATTLEのKing St. 駅

も閑古鳥が鳴いています。

　シアトルには、ワシントン

湖がありますが、この対岸の

Belluvueには、405号線沿いの

B&N 鉄道に立派な木橋（もち

ろん現役）があります。

　残念ながら列車の走る写真

は撮れませんでしたが、模型

化するにも大きなものです。

　この木橋を渡る列車として

は、“Sprit of Washington

Dinner Train”が有名です。

通年運転され、土曜・日曜には

日中の運転もあります。結構、

接待に使われているとのこと。
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Mt.Rainier Scenic Railroad

　シアトルからでも天気の良

い日に見られる、富士山のよ

うに美しい山、Mt.Rainierの山

麓に Mt.Rainier Scenic RR.

（MRSR）があります。

　朝からの土砂降りの雨の中、

天気予報と白川淳氏著作の

「海外保存鉄道」を信じて、一

路Elbeへ向かえば、1912年製

のハイスラーが静態保存され

た（看板代わり）駅前に到着。

天気も予報通りに晴上る。

　客車改造のレストランで食

事をしているうちにやって来

たSLは、RESTOREを終えたば

かりの No.17サドルタンク機。

　まだ本調子ではな

いのか機関士は、し

きりにシリンダー回

りを手入れしていま

した。　客車は、２

軸ボギーの３両編成

で１両はオープン

カーに改造。日中の

運転は、Elbe から

Mineral Lakeへ向い、

ループ線を通って

Elbeへ戻るというも

の。

1929年 ALCO 製 1D1サドルタンクNO.17　Elbeにて　'95.9.30

　この列車に乗って

みると、客車はコン

クリート床にベンチ

シートでアンティー

クな雰囲気ですが、

よく見ると窓枠は茶

色のアルミサッシに

更新しています。

　アルミサッシといっても、

スハフ43の無粋なアルミ色と

違い違和感がないものでオハ

ニの窓枠更新もこの方法で良

いのではと思います。

　 こ の 他 に も 、 E l b e ～

E a s t o n v i l l e 間には“The

Cascadian  Dinner Train”も運

転されています。

　運良くこの日は運転日で

Elbeから、Eatonvilleへ向かう

列車を写すことができました。

　1 0 月７日には、“M i k e

Double Header”と名付けられ

た、秋の特別重連運転（№17

＋№5）も予定されていました

が直前に帰国となり残念無念。

"The Cascadian Dinner Train"Eatonville行き Elbe付近 '95.9.30
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Puget Sound and Snoqualmie Valley Railroad

　Twin Peaks で有名となった

Snoqualmie Fallsへの途中で偶

然に見掛けた保存鉄道です。

（前述の「海外保存鉄道」には

載っていません）。

U P 他の様々な S L （スイッ

チャー等小型機）、DL、EL、

PC、FCがRESTORE を待って

並んだ様は壮観。これだけ大

量のSLを見るのは、私にとっ

ては稲沢のヤード以来のこと

です。 Restoreを待つ廃車輌群

　Snoqualmie には Museum が

あり、閉塞機器の展示や各種

の鉄道図書が売られています。

　また、道路に沿って各種の

PCや除雪車が展示されて、町

全体が鉄道公園の雰囲気です。

　運転は隣の North Bendまで

で、ALCOの旧型DL が３両の

木造客車（３軸ボギーのモニ

タールーフ）を従えての運転。

機回し線がないため N o r t h

Bend行きは推進運転となって

います。

 ここでは、12月にSanta Train

が予定されています。

No.201 C-C DL牽引の、木造客車３連　Northbend付近　'95.10.1

一と安く、キップを買って自

分で改札機でスタンプする方

式です。

　平日（月～金）の 10:00 ～

15:00 は都心部は無料ですし、

有料時間帯でも料金は１＄均

　Boeing と並ぶ、米国の航空

機メーカー McDonell-Douglas

の本拠地 St.Louis には、94 年

７月開業の新しい鉄道があり

ます。

　Lambert-St.Louis 空港と都

心、ミシシッピ川対岸の East-

St.Louis を結ぶMetroLink で

す。

　車両はドイツの SIMENS 製

の1000形２両編成で通常は２

ユニット併結の４連で使用し、

郊外は高架地上線、都心では

旧線路跡を利用したと思われ

る掘割（一部地下）を通りま

す。

MetroLink

セントルイス市
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UNION Station の客車

　St.LouisでUNION Station へ

行っても、A M T R A K にも

UNION PACIFIC RR. にも会え

ません。

　UNION Stationは駅としての

使命を終えて、歴史的建築物

として荘厳な駅舎は H y a t t

Regency Hotelに、20番線以上

あったと思われる大アーチ下

の プ ラ ッ ト ホ ー ム 跡 は

SHOPPING MALL に生まれ変

わっています。

　母屋を取られて、AMTRAK

の旅客列車は１㎞程離れた本

線上の駅に発着。駅舎はプレ

ハブ平屋建てのみすぼらしい

ものです。

　では、M A L L となった

UNION STATION に鉄道の痕

跡はないかと探してみると、

やはり線路が残っています。

そこには、St.Louis Car Co. と

表記の入った客車が並び、地

上電源からサービス電源を受

けています。

　どうやら、団体専用の客車

のようで運用のための準備に

余念が無いようでした。

　構内には ALASKA RR. の表

記 の あ る 客 車 や 地 元 の

BUDWISERの塗装となったカ

ブースなどが並んでいます。

やはり、UNION STATION は、

STATION でした。

　今回は、岐阜の酒井誠さん
が、アメリカ出張の合間の休
日を利用して、鉄チャンした
時のリポートの投稿を掲載し
ました。皆さんからも、力作の
投稿をお待ちしています。

とらすととれいんとらすととれいんとらすととれいんとらすととれいんとらすととれいんとらすととれいんとらすととれいんとらすととれいんとらすととれいんとらすととれいんとらすととれいんとらすととれいんとらすととれいん

修理中の C56 44 号の過熱管

ファンクラブでなく、保存や

研究を明確に打ち出すとのこ

と、当然とは言え大きな前進

でありお慶び申し上げます。

　乗り歩きだけではトラスト

活動としての価値が乏しいこ

とは否定できません。

空転で遅れる（ELも空転する）

ので、強風のあとは用心をし

ている。

　C56は95年末に過熱管もれ

のため加修したが、C12 は暫

くは保つと見られる。

　最後に、鉄道サークルが

　トラストトレイン等の蒸機

に使う石炭の品質は難しい。

年間400トン、2000万円も使

うので高価では困る。

　カロリー等は大した問題で

はなく、着火・保火・強度・粘

り等・灰の性状など使い勝手

が重要である。

　最近まで中国炭が主体の豆

炭を焚いていたが、粉になり

易く煙が多いなどから、95 年

夏からベトナム、オーストラ

リア炭などにメニューを変更

した。

　しかし、これも不満足で石

炭の問題は大きい。

　更に、シリンダーに使う加

熱油も、メーカーから高温用

の生産打ち切りを通告されて

いる。

　毎年冬には杉落ち葉による

大 井 川 の 蒸 機 近 況 白井　昭
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鉄道サークル新年会報告
　去る1月22日（土）にJR東

日本鶴見線営業所の御厚意で、

クモハ12052 で鶴見線を完走

するという新年会を行うこと

ができました。その模様をお

伝えします。

　今回の催しは、諸般の事情

からご案内の葉書が約一週間

前だっため、果して何人の方

が参加して下さるか、最初の

うちは参加連絡も殆どなく非

常に不安でしたが、22 日の集

合時間には、当日参加の方も

含め33名の方に来て頂き正直

ホッと致しました。

　我々を乗せた団体臨時列車

は 12:25 に鶴見駅４番線ホー

ムを発車、最初は扇町に向か

います。出発して間もなく今

回のイベントは会員の熊谷さ

んの御尽力と鶴見線営業所の

御理解・御協力で初めて出来

た旨を説明。しかし車中は皆

さん子供にかえったかの様に

はしゃいでいて、一向に落ち

着きません。立って車内を見

回している人、走行音に聞き

入っている人、シートに自分

海老原　英治

の財布を置き忘れて前面展望

を楽しんでいる人etc。

　電車は各駅に一旦停車し、

進んで行きます。独特のモー

ター音と乗り心地、そしてあ

たたかみのある車内、まるで

一時代前にタイムリップした

かの様な雰囲気。あっと言う

間に扇町到着。５分停車の後

再び鶴見に戻ります。

　やっと車内も落ち着き（そ

れでもシートには空席が目立

ちますが…）皆さん近くの人

と歓談されていました。

　鶴見駅の停車時間では、御

厚意で会員の持参したサボを

入れてもらい、往年の旧国を

憶い浮かべ記念撮影といった

光景も見られました。

　次は海芝浦に向けて出発で

す。全員が揃ったところで車

内では自己紹介。普段仲々顔

を会わすことの出来ない方、

初参加の方、会員の友人等、年

齢層も幅広く、これもまた一

つのきっかけとして会員の輪

が拡がればと思います。

　海芝浦→鶴見→武蔵白石そ

して大川へと電車は走ります。

武蔵白石では直接大川支線に

入線できないため、一旦下り

本線に入り、エンド交換して

上り線へ渡り、再度エンド交

換し大川支線に入ります。数

年前まではいつでも体験でき

たことですが、引退まであと

２カ月弱。貴重な体験をさせ

てもらいました。

　沿線には鉄道ファンも目立

ち、通常来る筈のない電車が

目の前を通過し、呆然と電車

を見送る人、また、慌ててカメ

ラを構える姿も見られました。
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トラスト新春号　運行時刻

回916212:05

13:10

9262

9263
12:30

12:58
13:21

14:24

14:37

14:42

9465

946414:45

9462

(2)

(2)

14:4530

13:04

13:15

13:39

14:19

13:17

13:37

12:42

12:47

14:49

15:15

14:55

15:10

(2)

(2)

(2)

(2)

11:59

13:45

9363

9362

9463

緊 急 速 報

トラストトレインの今年の運転日決定
　皆様お待ちかねの、
トラストトレインの

今年の運転日が
決まりました。

　車内の興奮も覚めやらぬう

ち電車は大川を発車、いよい

よ鶴見までのラストラン。

　車中では会員差し入れのカ

レンダーの抽選会も開かれて

います。

　間もなく鶴見、定時到着で

す。あっと言う間の２時間半

でした。何より無事故で、そし

て参加された皆さんに楽しん

で頂けたのが大変に嬉しいこ

とでした。

　職員の方々にお礼を延べ、

回送列車の姿が見えなくなる

までホームで見送りました。

　今回のイベントに多大なご

尽力を頂いた熊谷さん、そし

てJR東日本鶴見線営業所の皆

様に紙面を借りて、厚くお礼

申し上げます。

ボランティアの集合時間も昨年同様、新金谷駅 10:30 です。

運転日　4 月 20 日・5 月 11 日・6 月 15 日・7 月 13 日
　　　　8 月 31 日・9 月 14 日・10 月 5 日・11 月 30 日
時　刻　下り　金谷 12:46 → 千頭 14:07（昨年と同じ）
　　　　上り　千頭 15:30 → 金谷 16:49（昨年と同じ）
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トラスト新春号が走るまで ～熊谷さんに聞く～
　今回の臨時電車を運行する
にあたって、現場との折衝等
全てに渡り企画、調整をして
下さった会員の熊谷さんにお
話を伺いました。
　そもそものきっかけは、昨

年９月の鶴見線見学会の時に

“クモハ12 で団体臨時電車を

走らせたら面白いね”10 との

話が発端でした。

　JR 東日本の方と雑談の上で

話をしてみると“まあどうに

かなるんじゃない”との返事。

では、と言うことで日本ナ

ショナルトラスト鉄道サーク

ルからの依頼と言う形をとり

JR 東日本に申請。その時点で

は特に日程は定めず、先方の

都合に合わる形でお願いしま

したが、結局運行日が決まる

まで約１カ月かかりました。

　内々で話を進めていました

が、JR 東日本首都圏本部及び

大口担当者氏に申請したとき

は、全くやったことのない内

容に、一体これは何？との対

応ではありました。

　さて日程は決まりましたが、

運賃をどうするか？

　通常の距離換算では一人当

たりどう見ても 700 円程度。

20人集まったとしても700円

×20人＝14,000円。これでは

動かせられないと担当氏。結

局団体臨時列車を動かす最低

50 ㎞までの距離と , 旧国鉄内

規にのっとった車掌室付車両

一両の責任人員を掛け算して、

運賃は設定されました。

　団体乗車券は現在機械発行

なのですが、この様な特殊な

乗車券のため自分で手書き発

行しました。

　ＪＲ東日本が正式引受後、

時刻表を渡されましたが、こ

れまた機械ではなく手書き発

行。全てが異例づくしで進行

していきます。

　鶴見線営業所の運用担当の

方と最終打合せの席でも“こ

ちらとしても初めてのこと。

一体何をすればよいのでしょ

う。ともかく御期待に沿える

様にします”とのお話でした。

　さて当日です。しばしば団・

臨は運用の都合からこちらが

指定した車両と違う場合があ

り、もし103 系が来たらと不

安でした。11:55 にクモハ12

が入線したときは正直ホッと

しました。

　今回のイベントのために乗

務員さんは指導運転手・運転

手の方４名。また扇町・海芝浦

ではこの日のために、前日に

わざわざ停止目標を設置して

下さいました。本当に頭の下

がる思いです。この臨時電車

は鶴見線営業所の所長さん・

皆さんのご理解があって初め

て実現したものです。

　当日も乗務員の方は、最初

の内は何でこんな電車に乗り

たいの？といったニュアンス

でしたが、最後はこんなに見

てもらえるなんてと感激され

ていました。

　また、沿線の人にとっては

慣れ親しんだ電車。各駅に停

車する度、ドアの前に立ち、乗

車しようとして乗務員の方に

団・臨の旨の説明を受けると

“何でこの電車が”といった面

持ちで車内を見渡す光景も見

られ、沿線の風景として溶け

込んだ電車でした。

　まさに愛のある電車としか

言いようのないそんな電車で

した。

　今回の様なイベントはもう

二度とできないでしょう。又、

鶴見線営業所としても、この

様な形で走らせることは無い

でしょう、と大口担当者のお

話でした。

　今迄20数年、何百本となく

団・臨を扱ってきましたが、そ

のなかで仕事抜きで一番面白

い臨時列車でした。

――ありがとうございました。

文責　海老原



とらすととれいん２月号　19

いんふぉめいしょん
鉄道サークル（関西）武豊線・見学会

　恒例になりました「青春18切符」利用のミニ見学ツアーで武

豊線に行きます。皆様方の多数の参加をお待ちしております。　

　　　　　　　　（武豊＝タケトヨ、タケユタカではありません）

開催日　1996年３月３日（日）

集　合　大阪発８時00分・京都発８時30分の長濱行き新快速、

　　　　先頭車両に集合します。

見学場所
亀崎駅舎…明治19年建造の木造駅舎（昼食）

半田ランプ小屋…明治44年建造

半田駅跨線橋…明治43年建造

武豊駅…高橋照駅手顕彰碑

武豊桟橋までの鉄道線路跡、武豊桟橋駅跡…
　　　停車場跡地の碑、大府・石ヶ瀬川橋梁、ピアは明治19年

費　用　資料代100円をお願いします。

　「青春18切符」は各自であらかじめお買い求め下さい。一枚な

ら2,260円です。（チケット屋で）但し、駅では一枚売りはして

いません。五枚セットで11,300円です。

予約　予約は不要です。

問い合わせ先…網谷りょういち　TEL・FAX 075-621-6371

武豊駅から武豊桟橋跡までは徒歩13分位、

大府駅から石ヶ瀬川橋梁までは徒歩15分位です。

大阪　８:00
京都　８:30
　　　　↓新快速221系８両

米原　９:22
米原　９:44
　　　　↓ 165 系３両

大垣　10:24
大垣　10:41
　　　　↓新快速311系４両

大府　11:25
大府　11:27
　　　　↓
亀崎　11:44
亀崎　12:44
　　　　↓
半田　12:51
半田　13:21
　　　　↓
武豊　13:28
武豊　14:47
　　　　↓
大府　15:17
大府　16:33
　　　　↓快速117系４両

米原　17:56
米原　18:21
　　　　↓新快速223系12両

京都　19:14
大阪　19:44

いんふぉめいしょんいんふぉめいしょんいんふぉめいしょんいんふぉめいしょんいんふぉめいしょんいんふぉめいしょんいんふぉめいしょんいんふぉめいしょんいんふぉめいしょんいんふぉめいしょんいんふぉめいしょんいんふぉめいしょん

サークルのつどいのご案内

●申し込み・問い合わせ
財団法人日本ナショナルトラスト事業課〔松本・山本〕
☎ 03-3214-2631　FAX 03-3214-2633

日　時：3 月 14 日㈭ 18 時 30 分～ 20 時 30 分

会　場：森永レストラン中２階〔丸ビル１階〕

会　費：3,000 円

※会場の準備がありますので、ご出席の場合は前日までに必ず
　ご連絡下さい。

　財団法人日本ナショナルトラストの会員の自発的な活動である

サークルは、鉄道サークル、民家・町並みサークル、自然サーク

ルとして３つが活動しています。

　トラストの事業はサークルはじめ会員の皆さんに支えられてお

りますが、昨年に引き続きサークルの皆さんとトラストの事務局

で意見交換を行い、懇親の場を持ちたいと思います。

　皆さんの参加をお待ちしております。

　4月7日㈰に「蒲郡SLを守る

会」との交流会を開きます。

　この会は、蒲郡市郷土資料

館に静態保存されている D51

201を国鉄OBやボランティア

の人たちが、定期的に油を注

したり磨いたりといった保存・

維持の活動をしています。

　午後は、協三工業のSLも走

る「愛知子供の国」での見学会

を予定しています。

　詳細は、決まりしだい連絡

します。

交流会・見学会

のお知らせ
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問い合わせ・申し込み
〒 100　東京都千代田区丸の内 2-4-1　丸ビル 414

財団法人 日本ナショナルトラスト 事務局
03-3214-2631　FAX 03-3214-2633

　今年はいよいよ、旧寺口家の屋根の葺き替えを行います。旧寺

口家の屋根葺きは、１日で屋根の両面を葺き上げるため、多くの

労働力が必要です。

　当日は、白川村の皆さんと共に茅をリレー式で運ぶ作業や、下

に落ちた茅の片づけ作業をお手伝いしていただきます。

　作業を通して白川村の方々と交流することで、観光で訪れるの

とはまた違った白川村の魅力を発見してみて下さい。

　どなたでもできる作業ですので、ぜひ、多数の方の参加をお待

ちしています。ご協力お願いします。

　なお、４月21日（日）には、村のお寺である明善寺の屋根葺

きがありますので、併せてご協力お願いします。

　参加申し込みの方には、別途詳しいご案内をいたしますので、

下記までご連絡下さい。

白川郷の屋根葺きボランティア募集

４月 14 日（日）旧寺口家　４月 21 日（日）明善寺

トラストトレイン補修ボランティアについて
今年も、３月に客車の補修ボランティアを行います。皆様どうぞご参加下さい。
日　　時　3 月 23㈯～ 24 ㈰

集合場所・時間　大井川鉄道家山駅　23 日 11:00　24 日 9:00

作業時間　23 日 11:00 ～ 16:00　24 日 9:00 ～ 16:00

作業内容・床リノリウムの補修・スハフ 43 デッキ天井の塗装・オハニ 36 白熱灯化の準備

　　　　・車内、特に座席のクリーニング　他

宿　　泊　河愛楼　0547-53-3124　家山駅から徒歩５分位（海老原で予約）

申し込み　海老原英治（〒115　東京都北区神谷 3-50-10　☎ 03-3901-1645）まで

　　　　　電話又はハガキで。３月 12 日までに申し込みの事。

　　　　　宿泊の関係から必ず期日までに、以降の宿泊の手配は各自でお願いします。

　　　　※当日は、かなり汚れますので、必ず作業着を用意して下さい。

　　　　※途中参加・宿泊の有無は申し込み時に明記の事。

編集後記

　別に新年特大号（今頃(^_^;)）

と言う訳ではないのですが、

今回は20ページという大作に

なってしまいました。

　作っている最中には気が付

かなかったのですが、終わる

頃になって、ふと郵送料の事

が頭の中をよぎりました。も

し定型で送れなかったら…。

　結果は、今あなたが受け

取った通りです。<(_ _)>

　会報をレーザープリンタで

ダイレクイトに出力するよう

になってから、画質は向上し

たのですが、コピー機と比べ

てスピードが段違いに遅く

なってしまい、夜なべ仕事の

毎日が続いています。

へ ん し ゅ う こ う き

　次号は３月の後半に発行し

たいと思いますので、よろし

くお願いします。

へ ん し ゅ う こ う き


	表紙
	イギリスの保存鉄道を訪ねて
	イギリスの保存鉄道を訪ねて-2
	イギリスの保存鉄道を訪ねて-3
	イギリスの保存鉄道を訪ねて-4
	サークルの総会に参加して
	サークルの総会に参加して-2
	サークルの総会に参加して-3
	サークルの総会に参加して-4
	思い出の写真館30
	関西見学会
	シアトル周辺みてある記
	シアトル周辺みてある記-2
	シアトル周辺みてある記-3
	シアトル周辺みてある記-4
	大井川の蒸機近況
	サークル新年会報告
	サークル新年会報告-2
	トラスト新春号が走るまで
	いんふぉめいしょん
	いんふぉめいしょん-2

